
 

 

ミクロ多孔体の特異な機能を活用した資源循環化学の開拓 

 

研究代表者 松方 正彦  

（先進理工学部 応用化学科 教授） 

 
 

 

１． 研究課題 

ゼオライトを中心としたミクロ多孔体を材料として、資源循環に貢献する化学の開拓を目

指す。プラスチックの資源循環を目的としたケミカルリサイクルのための、ゼオライト触媒

開発およびリサイクルプロセスの開発を行った。また、CO2 資源化反応の効率化（収率向上、

反応温度低下）を目的として、CO2 転換反応（逆水性ガスシフトやメタノール合成、

Fischer-Tropsch 反応）に応用可能なゼオライト分離膜および膜反応器の開発を行った。 

 

２． 主な研究成果 

2.1 プラスチックケミカルリサイクルのためのゼオライト触媒およびリサイクルプロセスの開発 

 プラスチックの資源循環を目指し、プラスチック（ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ

スチレン）を触媒分解し、化学品原料に転換するゼオライト触媒およびプロセスの開発を行

った。 

 石油系の炭化水素を溶媒としたプラスチックの触媒分解プロセスを検討しており、ゼオラ

イトを固体酸触媒とすることで、プラスチックを石油化学原料に転換できることを示した。

また、ゼオライト触媒の特性（細孔構造、酸特性、表面積等）や反応条件（温度、時間、圧

力、反応器形状等）が各種プラスチックの分解挙動に与える影響について詳細に検討した。 

 

2.2 CO2転換反応の効率化に資するゼオライト膜および膜反応器の開発 

 カーボンニュートラル社会実現のため、CO2の回収および再資源化技術の開発が求められて

いる。本研究では、CO2転換反応（逆水性ガスシフトやメタノール合成、Fischer-Tropsch 反

応）に資するゼオライト膜および膜反応器の開発を行った。上記の反応はいずれも CO2 を H2

で還元する反応であり、その過程で多量の水が生成する。反応系内で副成した水を直接除去

することができれば、反応の効率化（収率向上、反応温度低下）が期待できる。 

 親水性の多孔質材料であるゼオライトを薄膜化することで、CO2転換反応系内から直接水を

引き抜くことが可能な分離膜を開発した。図 1 に脱水用ゼオライト分離膜の電子顕微鏡像と

膜反応器の構造を示す。開発した膜反応器を用いて、逆水性ガスシフトおよび

Fischer-Tropsch 反応を行い、収率および反応速度が従来型の反応器と比較して大幅に向上す

ることを明らかにした。 



 

 

 

図 1  CO2転換反応の効率化に資するゼオライト膜および膜反応器 
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５． 研究活動の課題と展望 

2050 年にカーボンニュートラル社会を実現するため、化学工学分野における学術とプロセス

の創成を引き続き目指す。新規 CO2資源化プロセスや実廃プラスチックのケミカルリサイクル

を実現する触媒分解プロセスの開拓にさらに注力して研究を推進する。 


